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例会記録　2024.4.10（水）　通算 2098 回

令和6年4月10日（水）

11：00 ～ 15：30に高砂市文化会館駐車場にて合同献血例会が行われました。

合同献血例会（ホスト高砂青松 RC）合同献血例会（ホスト高砂青松 RC）

　皆さん、こんにちは。
　本日は、献血例会となっております。献血について、少しご紹介致します。
　まず、献血の必要性ですが、血液は酸素や栄養の運搬、免疫など人間の生命を維持するために欠
くことの出来ない多くの機能を担っています。現在、血液の機能を完全に代替できる人工血液が存
在しない為、医療において輸血は欠かすことが出来ない治療法となっています。したがって、献血
によって必要な血液を確保しなければ、輸血医療は成り立たないのです。
　一つは、人工的に血液は造れない
　一つは、長期保存ができない
　一つは、一日、約、3千人の人が必要としています
　一つは、最多はがん治療で常に必要とされています
　しかしながら、輸血事業の現状は、少子高齢社会を迎えて献血いただいている方の60％以上は、
50才未満の方々であり、この世代の方々が輸血医療を大きく支えています。しかし、若者層(10 ～
30才)の献血者数が減少傾向にあります。日本の少子高齢化が進んでいくと、将来の安定供給に支
障をきたす恐れがあります。したがって、献血の大切さを今一度考え、そして、R.Cとして応援する
ことは社会への奉仕として重要な役割をしていると思いました。引き続き、献血例会を継続したい
と思いました。
以上です。

令和6年4月10日（水）

2023－ 24年度国際ロータリーのテーマ

Create Hope in the World
世界に希望を生み出そう



観桜例会観桜例会

高砂商工会議所にて観桜例会が行われました。 令和6年4月3日（水）

例会記録　2024.4.3（水）　通算 2097 回
ソ ン グ
出 席 報 告

「君が代」「我等の生業」「四つのテスト」
　３月１３日　会員数３９名　欠席者 　４名　  出席率　87.88％ （修正による）

　（この内出席免除者　１６名） 
　４月　３日　会員数３９名　欠席者 　４名　  実出席者数　２９名

　（この内出席免除者　１６名）   　出席率　87.87％

創 業 記 念 播磨環境管理センター㈱ 1966 年 4 月 1 日創業 青柳　　淳会員 創業 58 年
㈱入船 1916 年 4 月 1 日創業 入江　啓太会員 創業 108 年
馳走 1987 年 4 月 21 日創業 北田　伸一会員 創業 37 年
ミツヤ設計㈱ 1980 年 4 月 1 日創業 小西　文孝会員 創業 44 年
( 有 ) エヌエス 23 保険 1994 年 4 月 1 日創業 櫻井　宣孝会員 創業 30 年
㈱高砂トヨタ自動車サービス 1973 年 4 月 25 日創業 田中　浩行会員 創業 51 年
㈱トクラ 1964 年 4 月 14 日創業 都倉　隆宏会員 創業 60 年
アロマテラピートータルエステサロンエナジー 2002 年 4 月 16 日創業 原　　久美会員 創業 22 年
㈱浜田工務店 1934 年 4 月 11 日創業 濵田　喜重会員 創業 90 年
松下建築設計事務所 1995 年 4 月 10 日創業 松下　和雄会員 創業 29 年

誕 生 祝 中谷　利幸会員　三枝　丈次会員
濵田　喜重会員　廣瀬　明正会員
京谷　愼平会員　田中　浩行会員

田中　浩行会員　都倉　隆宏会員
志方　正昭会員　森本　匡裕会員
菱田　好美会員

結 婚 祝

親睦委員会
矢野　　聡 委員長

櫻井　宣孝
本日は、観桜例会です。
皆様楽しみましょう。
それと私事でございますが、ゴルフ同好会第43回、
第44回と２回連続優勝させて頂きましてありがとうご
ざいました。今後共宜しくお願い致します。

増田　耕太郎・藤井　宏行・小西　文孝
北田　伸一・佐野　栄作・坂口　嘉久
吉川　　弘・内海　　薫・庄司　　武
花田　武志・青柳　　淳・田中　伸明
井野　隆弘・村上　則宏・伊藤　勝之
あいにくの雨ですが観桜例会を楽しみましょう。

矢野　　聡
本日は観桜例会です。
懐かしい写真を見ていただきます。
楽しみにして下さい。

濵田　喜重・松下　和雄・原　　久美
北田　伸一・櫻井　宣孝・都倉　隆宏
小西　文孝・青柳　　淳
創業記念日の御祝ありがとうございました。

京谷　愼平・中谷　利幸・濵田　喜重
三枝　丈次・廣瀬　明正
誕生日お祝い有難うございました。

志方　正昭・都倉　隆宏・森本　匡裕
菱田　好美
結婚記念日の御祝ありがとうございました。

令和6年4月3日（水）

令和6年4月3日（水）

◇親睦委員会
　矢野　　聡　委員長

結婚祝、誕生祝

幹事報告　第 29 回（通算 2090 回）

１．地区より
　米山梅吉記念館　館報が届いております。

２．日本ライトハウスより
　「盲導犬育成のための第 42 回チャリテイコンサート」の案内が届いております。

３．パソナグループより
　「シーサイドビアホールプラン」の案内が届いております。

回覧いたしますので、御確認お願いします。

（幹事より）
　次の例会は、4/10 水 高砂市文化会館駐車場において、合同献血例会となっております。
　その次の例会は、4/17 水 ガバナー補佐訪問及び青少年奉仕委員会担当による地区ローターア
クト委員会の田中委員長及び姫路ローターアクトクラブの卓話があります、多数の参加お願いい
たします。

◇職業奉仕委員会
　濵田　喜重　委員長

創業記念

令和6年4月3日（水）



議案事項：

１．４月、５月のプログラムの件（後記参照②） ………………………………………………… 承認
２．創立記念例会の件  …………………………… ６月２２日（土）に加古川プラザホテルで開催
３．その他 
　　①　I.M.決算の件  ………………………………………………………………………………… 承認
　　②　合同ゴルフコンペ収支報告の件  ………………………………………………………… 承認

会長挨拶：　櫻井会長

報告事項：　出席報告　　 （青柳　　淳）　　　（後記参照①）

　　　　　　会費納入状況（庄司　　武）　　　3 月末　　97.4％

通　算 第 568 回
2023 ～ 2024 第 10 回

日 令和 6年 4月 3日
場　所 高砂商工会議所

高砂青松ロータリークラブ 出席者 臨時出席者
櫻　井 〇 松　下 〇 佐　野 〇 村　上 ×
青　柳 〇 濵　田 × 都　倉 〇
三　枝 〇 内　海 〇
庄　司 〇 大　橋 ×

報告事項：

2/10 2/14 2/28 3/6 3/13 3/27
会　員　数 ３９ ３９ ３９ ３９ ３９ ３９
出　席　数 １７ ２２ ２５ ２４ ２９ ２９
メークアップ ２ ３ ０ ０
欠　席　数 １２ ５ ５ ７
（出席免除） １６ １６ １６ １６ １６ １６

①  出席報告
2 月度 本クラブ出席率 69.43％  メークアップ率   23.53％  修正出席率76.47％
3 月度 本クラブ出席率 82.72％  メークアップ率   ％  修正出席率 ％

4 月

3

観桜例会 　
　於：高砂商工会議所
　１２：３０～１３：３０
【親睦委員会担当】

10

合同献血例会
　　（ホスト高砂青松ＲＣ）
　於：高砂市文化会館駐車場
　１１：００～１５：３０　
【社会奉仕委員会担当】

17

宮宅勇二ガバナー補佐訪問
　随行者　井上 規代子 様
地区ローターアクト委員会
　委員長　田中 賢一 様
姫路ローターアクトクラブ
　会長　匂梅 秀輝 様
　幹事　中村 雅基 様
　直前会長　廣瀬 未沙 様
【青少年奉仕委員会担当】

24 休会
【定款第7条第1節 (d)による】

②  4、5 月のプログラム

5 月

1 休会
【定款第7条第1節 (d)による】

8 新旧合同委員会（引継例会）

15 クラブ協議会（新委員会協議会）

22 各委員会事業報告　

29 休会
【定款第7条第1節 (d)による】

＊  次回理事会　２０２４年５月８日（水）　例会終了後



●●●   近隣クラブインフォメーションは、高砂青松ロータリークラブのホームページにてご確認ください。  ●●●  

◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇
4 月 24 日（水）休会【定款第 7条第 1節（ｄ）による】
5 月 1日（水）休会【定款第 7条第 1節（ｄ）による】
5 月 8日（水）新旧合同委員会（引継例会）
5 月 15 日（水）クラブ協議会（新委員会協議会）

会　長　　櫻　井　宣　孝
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　三　枝　丈　次 クラブ会報・広報・記録委員長　　森　本　匡　裕

　皆様、こんにちは。
　本日は、観桜例会となり、部屋には親睦委員会のご用意して
頂いた桜を眺めながら、どうぞお食事をお楽しみ下さい。
　そして、親睦を計り、短い時間ではございますが、お時間の
許す限り、ご歓談をお楽しみ下さい。宜しくお願い致します。
　ちなみに、花見の起源は奈良時代と言われ、梅を観賞するの
が主流でした。中国から日本にきたらしく貴族たちの間では庭
に梅を植えるのが定番だったらしいです。その後、日本独自の文化が重要視され、
梅から桜を観賞する形に変化していきました。そして、貴族から武士にも広がり、
豊臣秀吉が徳川家康など5000人を招いた「吉野の花見」などは歴史に残るお花見
が鎌倉時代に行われました。
　そして、江戸時代になり庶民も花見を楽しむようになりました。
　その昔、田の神様は桜の木に宿るとされ、桜の開花は田の神様がやってきたしる
しとなるため、桜の下で祝ってもてなしたとも言われています。日本人の思いや歴
史を振り返り、花見を楽しむのも、又、風流ではないでしょうか。本日は、皆様、
楽しんで下さい。以上です。
　それと、最後に高砂青松ゴルフ同
好会、第43回、44回と連続優勝さ
せて頂きまして、ありがとうござい
ました。もうハンデが無くなりまし
たので、今後は優勝はほど遠くなり
ましたが楽しくゴルフを皆様とした
いと思っておりますので、宜しくお
願い致します。

令和6年4月3日（水）


